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国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこ

れから百年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まち

づくり」を進めています。このコーナーでは町や地域が行って

いる取り組みについて、毎月お伝えしています。
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岩手県平泉町「南部神楽鑑賞会」で太々神楽を披露岩手県平泉町「南部神楽鑑賞会」で太々神楽を披露

　岩手県南部から宮城県北部にかけて、セリフのある芝居仕立

ての神楽が数多く創作され「南部神楽 ( なんぶかぐら )」と呼ば

れています。

　国見町とつながりの深い平泉町では、毎年南部神楽を伝承する

団体が神楽を披露する鑑賞会が開催されます。今年は、本町の

内谷春日神社の太々神楽が招待され、「小弓 ( こゆみ )」「日本武

( やまとたける )」「三人太刀 ( さんにんたち )」の 3 演目を公演

しました。激しく曲芸的な所作のある太々神楽の特徴を、若い

楽人たちが披露しました。

国見町の食文化　鳥取福源寺の「南蛮味噌」国見町の食文化　鳥取福源寺の「南蛮味噌」

　鳥取集落では、「福源寺地蔵庵観音堂」( 町指定有形文化財 ( 建造物 )) を、地域の女性が中心の「観音

様を守る会」( 観音講 ) が守り、巡礼者をもてなす「お接待」の文化が現在も残るなど、貴重な歴史文化

遺産が多く継承されています。

　その福源寺で、護持会役員と「六尺班※」の男性による「南蛮味噌」づくりが、毎年 1月中旬に実施する「念

仏講」の前日に行われています。

　翌日の念仏講には、町外も含めた多くの檀家が集まり 1 年間の無病息災を願いながら、この味噌や地元

の手料理を楽しみ、その様子が地域の風物詩となっています。地域の風習を守りながら、町内外の人々の

結びつきも感じられる法会には、大切に受け継がれてきた国見町の食文化がありました。

【作り方】　①しぼり豆腐 (36 丁 ) を加熱して水分をとばし、油を加えた後、すり鉢に移しすりつぶします。
  （概 略）     ②約 8.5kg の味噌を焦げないよう鍋で加熱し、油、砂糖 (三温糖 1㎏・白砂糖 2㎏ )、ほんだしを加え、よく
            混ぜ合わせます。
　　　　　③豆腐が入ったすり鉢に、②の味噌と唐辛子 900g を加え、滑らかになるまですり鉢で混ぜ合わせたら完成です。
            この作業を朝から半日かけて行い、辛味の強い南蛮味噌 100 軒分が出来上がります。

▲男性陣だけで作る「南蛮味噌」 ▲念仏講では数珠まわしも行われました
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 …　町内会の檀家を 8班に編成し、毎年輪番で南蛮味噌づくりを担当する班をいいます。「六尺」とは、かつ
              て土葬を行っていた時代に、棺を納める穴（深さ約 1.8m=6 尺）を掘る人足をいい、あらかじめその役割を  
 　　　　    割り振るために六尺班は存在しました。そのため、血縁者が葬儀になっても機能するように互いに親類関
　　　　　  係のない男性で構成されていましたが、現在もその慣習のまま編成されています。当時から南蛮味噌づく
　　　　　 りは行われていたようですが、土葬が禁止されて以降も六尺班の役割として残っているものです。

▲三人太刀を披露する楽人

サービス業、建設業、製造業など、町内にはさまざまな企業

があります。目標のために全力で取り組む、好きや得意で貢

献するなど、働き方は人それぞれ。町内でいきいきと働く先

輩たちのメッセージは、これからの道しるべになるかも。
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で自分の「仕事」を見つけませんか。

これから就活を迎えるあなたへ

　―― 仕事へのやりがいは？

　東京オリンピックとパリオリンピックの選手村に寝具

を提供して、さまざまな国の選手に使用してもらえたこ

とです。オリンピックをきっかけに、「品質の良いものを

届けたい」という思いが強くなりましたし、自分の仕事

に誇りを持って取り組んでいます。

　また、会社独自の睡眠休暇や記念日休暇、モニタリン

グに伴う自社製品の支給など、福利厚生が充実している

ことも仕事へのモチベーションに繋がっています。

―― 大変なことは？

　製品の種類が多いため、作業手順を覚えることが大変で

す。そのような中でも、同世代の社員ばかりなので、気軽

に話せて、分からないことは教え合いながら日々業務に励

んでいます。

―― 仕事内容は？

　ベッドマットレスや枕の素材の「エアファイバー」をカ

バーに被せる組付工程を担当しています。１日 200 ～ 300

個ほど組付けしています。　　

　お客様に不良品が届かないよう、集中を切らさないこと

を意識して取り組んでいます。

―― 入社のきっかけは？

　きっかけは、新聞広告を見たことです。それまでエアウ

ィーヴを知らなかったのですが、調べていくうちに地元の

国見町に工場があることを知りました。仕事をするなら、

人の生活に携わる仕事がいいかなと思っている時に、「眠り

の世界に品質を」という理念を掲げるエアウィーヴと出会

い、勝手に運命を感じ、入社しました。アルバイトで接客

業の経験はありましたが、違う業種を経験してみたいと思

っていたことも大きかったです。

　就活中は、悩みや迷いが絶えな

いと思います。私もそうでした。

「何ができるのか」ではなく「何

をやりたいか、何に興味があるの

か」を一番に考えて、失敗を恐れ

ず、思い切ってその道に挑戦して

ほしいです。たとえ上手くいかな

くても、挑戦したこと自体がいい

経験になると思います。後悔のな

い選択をしてほしいです。
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●設置 2021 年●従業員 56 名●住所 国見町大字山崎字小林西 11-4

●事業内容 寝具等の製造

株式会社エアウィーヴ　福島工場

マットレスパットから始まり、寝具全

般に至る総合寝具メーカーです。福島

工場では 20 ～ 30 代の方が多く活躍し

ています。新卒入社の方には定期的に

面談を行い、フォローアップ体制や教育体制が充実しています。
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で見つけた、
わたしのしごと。
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最高品質を届ける―

株式会社　エアウィーヴ　福島工場
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▲工場内にこだわりのマットレスを展示▲作業のコツを教える熊谷さん（右）
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